
主目的 3 15 3

副目的

款 項 目 大 中

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

地域福祉活動の推進に向け、その中心的役割を果たす社会福祉協議会をはじめとする団

体の活動を支援する。

内容

（手段）

◆２４年度実施内容

社会福祉協議会、保護司会、更生保護女性会、遺族会、献血推進協力会の運営費の一部

を助成するとともに各団体が実施する事業に際し、事務局として会場予約等事前の調整を

行うとともに会議やイベント等に参加した。

また、原爆被害者が広島や長崎で検診を受ける際の費用を補助した。

◆２４年度直接経費の内訳

社会福祉協議会補助金　　　27,971千円

保護司補助金　　　　　　　　　     800千円

遺族会補助金　　　　　　　　　     877千円

献血推進協力会補助金　　　　  100千円

原爆被爆者検診補助金             60千円
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平成３０年度以降
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総合計画

分野別計画

予算区分

事業期間

地域を支える組織と連携し、　地域福祉活動を推進する
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保健福祉
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担当係

事業番号 115
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一般会計 担当課

事務事業名 福祉団体等助成事業

会計区分 事業類型 一般
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受益者負担

Ｈ25予算額

（手段）

Ｈ22決算額

31,08331,627

Ｈ23決算額

0

0.01

原爆被爆者検診補助金             60千円

更生保護女性会補助金　　　　　200千円

◆２５年度直接経費の内訳

社会福祉協議会補助金　　28,679千円

保護司補助金　　　　　　　　　　800千円

遺族会補助金　　　　　　　　　　877千円

献血推進協力会補助金　　　　100千円

原爆被爆者検診補助金　　　　227千円

更生保護女性会補助金　　　　400千円
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単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

単位

目標

実績

目標

実績
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H25

事業の

達成状況

社会福祉協議会をはじめ５団体に対し、運営費の一部を補助することで、各種団体の

活動を支援するとともに、原爆被爆者が長崎で検診を受ける際の費用を補助し、負担

軽減を図った.

―
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事業番号

H23

5

件
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―

成果指標名

助成件数（団体）

活動指標名

助成件数（団体）
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年年年年

度度度度

のののの

実実実実

事業実施におけ

る課題

各団体の活動が活性化されるよう支援を行う必要がある。
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年年年年
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改改改改

善善善善

内内内内

容容容容

方向性の判定

方向性の判定

二二二二

次次次次

評評評評

価価価価

一次評価のとおり。

各団体の主体的な地域福祉活動の展開を縮小させることとなり、地域福祉活動の停

滞につながる。

事業を縮小・

廃止したときの

影響

維　持

維　持

一部団体について、団体活動の更なる飛躍を目指し、周年事業の一環として講演会

を開催する為に支援の充実を図るとともに、引き続き、各団体間の連携等に配慮した

支援を行う。

判　定　理　由

事事事事

業業業業

のののの

自自自自

己己己己

評評評評

価価価価
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方方方方

向向向向

性性性性

２６年度以降

の改善案

活動内容の充実に向け、各団体に働きかけを行うとともに、各団体が実施する地域

福祉活動に対し、必要な支援を行う。

実実実実

施施施施

結結結結

果果果果

福祉を取り巻く環境やニーズは多様化しており、福祉関係団体は必要不可欠であり、

支援の継続が必要であるため。

判定理由

事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

（対象や手段を見直す場合も含む）

２５年度における

事業の改善・見

直し内容（新規追

加事項、廃止・削

減事項等）


